
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○『学び合い』の考え方を取り入れた授
業の実践
・課題に対して全員が達成する授業づく
りをどの教科においても目指す。
〇教科ごとに単元計画表を作成し、生
徒が見通しをもって学習に取り組む環境
をつくる。
・「くにみんタイム」を活用し、基礎学力
の定着、向上を図る。

○意識調査において、「課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組
む」生徒の割合全校生徒の８０％
〇家庭学習に取り組む生徒を70％以上
○単元テストの平均正答率７５％以上

・『学び合い』の考え方について研修を
行い、各教科の授業において実践す
る。
・めあてにせまるための効果的な課題の
設定と、全員が達成したことを確認する
アウトプットの方法を教科ごとに設定す
る。
・研究授業を実施する。
・単元計画表を教科ごとに作成し、主体
的な家庭学習につなげる。

A

・全校生徒を対象に『学び合い』の考え方や
何のためにするのかを話すことができた。
・今年度、赴任された先生方を対象に『学び
合い』の授業参観、講習会を実施した。
・１学期に研究授業を行った。外部がら講師
の先生に来校していただき、指導助言をして
もらった。
・フリー参観ウィークを実施し、先生方同士
で、授業を参観することができた。
・『学び合い』についてと家庭学習についての
アンケートを実施した。

A

・昨年度と比べて生徒自身が『学び合い』の考
え方を理解するようになり、授業中の動きに
変化が見られてきた。生徒が理解することに
より、初めて『学び合い』に取り組む職員も、
スムーズに始めることができた。
・全員がめあてを達成するために自由進度学
習などに取り組む教科もあり、各教科の取組
を職員全体で共有することができた。
・フリー参観ウィークや研究授業を実施するこ
とで他教科、他学年の取組を確認することが
できた。

A

・『学び合い』の考え方が生徒や職員に浸透し
てきている。
・授業に意欲的に参加することができたと答え
た生徒は95％、『学び合い』の授業に主体的
に取り組むことができたと答えた生徒は96％
であり、『学び合い』の成果が上がってきてい
る。
・『学び合い』の実践が、実際にどの程度学力
向上につながっているのか検証していく必要
がある。

研究主任

●生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○全学級において、道徳の授業を年１
回以上保護者に公開

・心の教育３点セットを活用した授業を
実施する。
・ふれあい道徳で授業を公開する。
・朝の会で「伊万里っ子しぐさ」を活用す
る。
・性教育講座、薬物乱用防止教室、防
煙教室を実施する。
・「人権作文」に関する取り組みを全校
で行う。

B

・心の教育３点セットはあまり活用できなかっ
た。
・ふれあい道徳と教育講演会を併せて実施し
たことにより参観者を増やすことができた。
・外部講師による性教育講座、薬物乱用防止
教室、防煙教室を実施した。
・「人権作文」に関する取り組みを全校で行っ
た。
１月に人権学習を実施する予定である。

A

・朝の会や帰りの放送で、毎日「伊万里っ子し
ぐさ」を活用することができたが、『「いのちの
教育」指導
資料』の活用が少なかった。
・性教育講座、薬物乱用防止教室、防煙教室
を生徒主体で実施し、より自分事として講話を
聞くことができた。性教育講座に関しては、男
女の座席の配慮等をする必要があった。
・１月に２年生で、２月に１年生で人権学習を
実施することができた。

A

・人をいじめることなく、思いやりをもって学校
生活を送ることができたと答えた生徒は97％
であり、道徳や人権教育をはじめとした指導
の成果が表れている。

道徳教育担当
人権･同和教育担当
性教育等担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ等の問題が発生した際は、生
徒指導主事を中心に、早期解決に向け
全職員で組織的に対応
〇「生徒にとって安全で安心な学校づく
りが行われている」と感じる生徒８０％以
上

・生徒指導部会を毎週１回開催し、取組
や事案等の共通理解を図る。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に１回以上行う。
・情報教育を充実させ、情報モラル教室
を年間に１回以上実施する。

B

・生徒指導部会を毎週１回行い、各学年の現
状把握、事案等の共通理解を図った。
・いじめの対応についての研修・会議を年間
に１回以上行った。 B

・生徒指導部会が毎週行うことができず、他
学年との問題行動や共有事項の確認共有が
できないときがあった。
・いじめの対応についての研修・会議を年間
に１回以上行った。
・情報教育を実施した。

A

・先生はいじめや問題行動に適切に対応して
くれていると答えた生徒は95％、先生は熱心
に指導してくれていると答えた生徒は98％で
あり、生徒にとって安全で安心な学校づくりが
行われていると感じる。

生徒指導主事

●生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した生徒８０％以
上

●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒７５％以上

・認める、ほめる活動を全職員で行う。
・生徒会スローガン「輝～ひとりひとりが
主役になるために、助け合い伸び合う学
校～」を実現するために、生徒会が主体
となって取り組む活動をサポートする。

A

・認める、ほめる活動を全職員で行う。
・生徒会スローガン「輝～ひとりひとりが主役
になるために、助け合い伸び合う学校～」を
実現するために、各部委員会での活動の活
性化や受賞報告会を生徒会が主体となって
取り組む活動を推進することができた。

A

・生徒会本部と生徒会各部委員会が連携して
活動をしたり、中央協議会等で活動全体を把
握したりすることで、生徒が意識して動くこと
ができた。また、受賞報告会や生徒会主導で
の式の進行等に取組むことができた。

A

・先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思うと答えた生徒は94％であり、認める、
ほめる活動が自然にできていると感じる。
・生徒会活動に主体的に取り組むことができ
たと答えた生徒が78％であり、生徒が主体と
なった生徒会活動が実践できていると思う。

生徒会担当

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力
する気持ちを高める教育活動の推進

○自分の夢や目標に向かって努力して
いると回答する生徒８０％以上

・総合的な学習の時間に「ENAGEED」を
計画的に取り入れた教育課程を編成す
る。 B

・「ENAGEED」を活用した研究授業を実施する
など、計画的に実施することができた。
・職場体験や防災教室など、学年ごとの年間
計画を遂行することができた。

A
・３か年を見通した「ENAGEED」の活用も予定
通りに実施することができた。
・学校行事と関連付けた指導計画を遂行する
ことができた。

A
・総合的な学習の時間を通して、将来役に立
つ資質や能力を身に付けることができたと答
えた生徒は94％であり、総合的な学習の時間
における教育活動の成果が表れている。

総合的な学習の時間担当
各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成
●安全に関する資質・能力の育成

●「健康に良い食事をしている」と考える
生徒９０％以上
●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。

・朝食の準備に関する授業を学年ごとに
家庭科で実施する。
・食育講演会を年間に１回以上実施す
る。
・交通安全教室を年間１回以上実施す
る。
・通学路の点検と危険個所の把握に努
め、生徒への指導助言を徹底する。

B

・朝食の準備に関する家庭科の授業を一部
の学年で実施した。
・食育講演会についてはまだ実施できていな
い。
・交通安全教室を年間１回以上実施した。
・通学路の点検と危険個所の把握に努め、生
徒への指導助言を徹底した。

B

・生活習慣チェックシートを使って、食生活と
生活習慣の見直しを行い、日頃の生活の振り
返りや改善点を考えさせた。
・家庭科の食分野では、生命・健康維持、体
力向上させるための食習慣について学習し
た。
・通学路の点検と危険個所の把握に努め、生
徒への注意喚起を徹底した。

B

・給食（食育）を通して、食べ物や生産者への
感謝の気持ちや食事の大切さを感じることが
できたと答えた生徒は97％であり、食事に対
する意識が高まっていると感じる。 食育担当

安全指導担当

○「部活動に係るガイドライン」を踏まえ
た部活動の適正指導

○部活動に目標を持ち取り組み、楽しく
活動ができている、安心して取り組める
生徒を８０％以上を目指す。

・部活単位やキャプテンによるボランティ
ア活動、挨拶運動を実施する。
・部活動顧問会及びキャプテン会議を定
期的に実施し、部活動の実態把握と適
正化を生徒と議論する。 A

・部活動のキャプテン会議を開催した。2年生
のリーダー育成等を図った。
・部活動によるボランティア活動等は、自主的
に行う部活動も見られた。また、挨拶は自発
的にできるようになってきた。 A

・部活動を楽しいと感じている生徒が84％で
あった。しかし、退部者も数名いた。3年間続
けることができるようにチームとして対応する
ことが今後の課題である。
・部活動の地域移行、働き方改革等による部
活動運営の適正化が検討される中で、教育
活動の一環としての部活動の意義を踏まえな
がら、各部活動で主体的に活動に取り組むこ
とができた。

A

・部活動や社会体育を通して、将来役に立つ
資質や能力を身に付けることができたと答え
た生徒は87％であり、部活動や社会体育は
生徒の健全育成に大きく寄与していることが
わかる。
・部活動の地域移行については、県や市全体
で推進することにより、部活動改革を進めて
いく必要がある。

体育主任（田中紘）
各部活動顧問

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週水曜日を定期退勤日（部活動休
養日）に定め、職員のタイムマネジメント
力の向上を図る。 B

・毎週水曜の定期退勤を徹底し、その他の日
においても完全下校後１時間以内の帰宅を呼
びかけた。
・業務記録票をもとに、タイムマネジメント力の
向上を図り、在校等時間の縮減を図った。

B

・生徒の完全下校後１時間以内に帰宅し、定
時退勤に努めることができた教職員は70％、
在校等時間の縮減を図ることができた教職員
は79％であり、昨年度よりも職員の意識を向
上させることができた。

B

・部活動に時間を費やしている教員が多いた
め、部活動の地域移行等の部活動改革を進
めることにより、教員の在校等時間の縮減を
図る必要がある。

管理職

○学年・学級経営の充実 ○学年の協働意識の高揚、職務の効率
化の推進
○教職員の多忙感の解消

・週1回の学年会で情報交換や協議を行
い、共通理解に基づいた協働を推進す
る。
・担任の仕事、級外の仕事を明確にし、
支援体制を整える。

A

・週1回の主任会や学年会で情報交換や協議
を行い、共通理解を図りながら、協働して職
務に取り組むことができた。
・職務を精選し、校務の効率化を図ることによ
り、職員の負担を軽減することができた。

A

・校務を精選し、校務を効率化を図るなど、業
務改善に努めることができた教職員は78％で
あり、昨年度よりも増加した。
・学年会を適宜行い、連携をとりながら業務を
遂行できた。

A

・楽しく充実した学校生活を送ることができた
と答えた生徒は96％であり、学年や学級経営
の成果が表れていると感じる。

管理職
各学年主任

●特別支援教育の充実

○「子ども理解」を進め、障害の種類や
程度に関わらず、ニーズがあればすべ
ての場において適切な指導と必要な支
援を行う教師集団を目指す。

○教師向けのチェックリストを作成し、そ
れをもとに振り返りをした教師が８０％以
上

・校内支援委員会を設置し、定例の会議
を開催し（検討した方がよいケースなど
は随時会議を行う）、情報共有と支援方
法等の確認をする。
・特別支援教育研修会の実施
・SC、教育相談部会(情報共有シートの
作成）、外部関係機関との連携
・「LITALICO教育ソフト」の活用をし、生
徒の支援情報の管理と、掲載教材の有
効利用をし、支援の向上を図る。

A

・事前に教育相談を開き、情報共有シートを
用いて定例の校内支援委員会の会議に反映
することができ、生徒に関する情報や支援方
法の確認をすることができた。
・講師を招いての研修はまだ実施できてない
が、SCやＳＳＷを講師に短い時間ではあった
が研修ができた。
・今後「LITALICO教育ソフト」の活用を再度職
員に促し、生徒の支援情報の管理と掲載教
材の有効利用を進め、支援の向上を図る。

A

・教職員の校内アンケートによると、「校内支
援員会を中心に生徒への適切な指導や支援
ができた」という教職員が74％であった。
・SCやＳＳＷを講師に短い時間ではあったが
研修ができた。夏の特別支援の九大会佐賀
大会の記念講演や分科会の発表を、全職員
で校内研修として聴いた。
・来年度は、「LITALICO教育ソフト」の活用を
再度職員に促し、生徒の支援情報の管理と
掲載教材の有効利用を進め、更なる支援の
向上を図りたい。

A

・校内支援委員会を中心に、生徒への適切な指
導や支援ができたと答えた教員は74％であり、特
別支援教育における生徒への指導や支援が適切
に行われている。
・校内支援委員会や特別支援教育支援員との連
絡会を定期的に開催するなど、情報共有を図りな
がら、適切な支援方法の検討が行われている。

特別支援教育コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特色ある学校づくり

○キャリア教育を通しての学ぶ意欲と態
度の育成

○「学習したことは、将来、社会に出たと
きに役立つ」と感じる生徒の割合９０％
以上

・キャリア教育年間指導計画（道徳・特
別活動・総合的な学習の時間・教科・行
事等とキャリア教育との関連図）の再検
討を行いながら教育実践を行う。
・キャリアパスポートによる系統的な指
導方法の研究を行う。

B

・３年生は体験入学や進路説明会を通して、卒業
後の進路決定に向けて活動することができた。
・２年生は職場体験を通して、働くことの意義につ
いて学習した。今後は高校調べを行っていく。
・１年生は職業調べを行い、将来について考える
機会をもった。また、全学年でエナジードを用い
て、次の時代に求められる力を育むための学習を
進めている。

B

・３年生では高校入試に向けて進路決定から
入試直前指導までの取り組みを充実させた。
・２年生では職場体験を行った。また、高校を
比較しながら調べ学習を進めることができた。
・１年生ではエナジードを用いて学習を進める
と同時に、職業調べを行い、クラス内で共有し
た。
・キャリアパスポートを活用し、１年間の振り
返り等を行うことができた。

B

・学校は将来の夢や進路実現に向けて、職業
調べや職場体験学習を行ったり、高校調べを
行ったりすることで、キャリア教育の充実を
図っていると答えた保護者は74％であり、
キャリア教育の充実を図っている。
・学習したことは、将来、社会に出たときに役
立つと感じる生徒の割合は94％であり、キャ
リア教育の成果が表れている。

特別活動担当

○開かれた学校づくり

○行事等への参加促進と情報発信の活
性化

○授業参観・学校行事等への保護者参
加率６０％以上
○各種便りの定期的（毎月）な発行

・開催日、内容の工夫改善を行う。
・学校便り、学年・学級便り等を定期的
に発行する。

B

・体育大会への保護者参加率は７０％以上で
あったが、学習発表会への参加率は６０％未
満、授業参観への参加率は５０％未満であっ
た。
・学校便り、学年・学級便り等を定期的に発行
し、学校HPやメールで配信することができた。

A

・学校行事やPTA活動に参加できたという保
護者は74％であり、昨年度よりも参加率が向
上した。
・学校は学校HPやメール等で情報発信に努
めていると回答した保護者は92％であり、開
かれた学校づくりを推進することができた。

A

・学校は学校や学級だよりで情報発信に努め
ていると答えた保護者は92％、学校HPやメー
ル配信等で情報発信に努めていると答えた保
護者は92％であり、積極的な情報発信によ
り、保護者の信頼を得ながら、開かれた学校
づくりが行われている。

管理職

○生徒指導体制づくり

○組織的な生徒指導体制の強化
○学級経営の充実・生徒理解の深化
○支援体制の整備
○教育相談の充実

○全職員共通の指導体制の確立
○隣接校や関係機関・地域との連携強
化
○不登校生徒への支援体制の充実
○特別支援教育の研修会を学期に１回
以上実施

・学年生徒指導担当者会や全職員によ
る生徒指導会議を実施する。
・他校や地域との生徒指導連絡会や巡
視を実施する。
・校内支援委員会、教育相談部会、サ
ポート会議、学年部会の連携を強化す
る。
・特別支援教育を充実させる。
・「教育相談便り」を発行する。
・ＳＣ、ＳＳＷの活用と教育支援センター
との連携を図る。
・年間３回の学校生活アンケートと教育
相談週間を実施をする。

B

・学年生徒指導担当者会や全職員による生
徒指導会議を定期的に実施した。
・小中連携による生徒指導連絡会を実施し
た。
・校内支援委員会、教育相談部会、サポート
会議、学年部会の連携をとりながら、取り組
むことができた。
・１、２学期の学校生活アンケートと教育相談
週間を実施をすることができた。
・SC、SSWとの連携を強化するため、職員研
修を実施することができた。

B

・学年生徒指導担当者会や全職員による生
徒指導会議を職員会議の際に実施した。
・他校や地域との生徒指導連絡会や巡視を
実施した。
・校内支援委員会、教育相談部会を通して不
登校生徒や、気になる生徒についての情報を
共有することができ、SＣやＳＳＷにつなげるこ
とができた。
・１、２学期の学校生活アンケートと教育相談
週間を３回（３年生は２回）実施することができ
た。

B

・生徒指導や保護者対応では、学年や関係の
先生と協力し、組織的に対応できたと答えた
職員は91％であり、組織的な生徒指導体制
づくりが行われている。
・学校は定期の教育相談や個人面談を通し
て、生徒との相談活動に努めていると答えた
保護者は84％であり、ＳＣやＳＳＷと連携を図
りながら、教育相談の充実に努めている。
・不登校の生徒がオンラインで授業を受けら
れるよう環境整備を含めた体制づくりを行う必
要がある。

生徒指導主事
教育相談担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 伊万里市立国見中学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５ 総合評価・
  次年度への展望

・充実した学校生活を送ることができた生徒（96％）、人をいじめることなく思いやりをもって学校生活を送ることができた生徒（97％）を大幅に増やすことができた。
・『学び合い』を校内研究の柱にし、学校全体で研修と授業実践に努めたことで、授業に主体的に取り組む生徒が増え、学力向上につながる成果が見られるようになってきた。次年度も改善を図りながら継続して取り組む。
・組織的な生徒指導や生徒支援体制を構築し、生徒指導部会、校内支援委員会、教育相談部会、SC、ＳＳＷ等と連携を図りながら、生徒指導や生徒支援に努めることができた。
・国見中学校区学校運営協議会で、めざす子ども像を設定し、両小学校、両ＰＴＡや育友会、両地域との連携協働体制を構築することができた。次年度は具体的な協働活動に取り組む。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・コロナが５類に以降された後、コロナやインフルの影響を受けながらも学校行事や教育活動を工夫して実施し、一定の教育成果を上げることができた。
・学校運営協議会を中心に、両小学校や地域との連携を図ることができた。また、ＰＴＡ活動もほとんどの活動を再開し、通常の学校運営に戻すことができた。
・『学び合い』を校内研究の柱にし、学校全体で研修と授業実践に努めたことで、授業に主体的に取り組む生徒が増え、学力向上につながる成果が見られるようになってきた。次年度も継続して取り組む。
・生徒指導部会、校内支援委員会、教育相談部会、SC、ＳＳＷ等との連携を図り、組織的な生徒指導や支援体制を強化することができた。

２ 学校教育目標 自ら気づき、考え、判断し、主体的に行動する生徒が育つ学校

３ 本年度の重点目標
（１）　分かる授業の構築と確かな学力の向上
（２）　豊かな心と健やかな体づくり
（３）　家庭・地域、小学校との連携


